
Every Child a Wanted Child

私たちの
スローガン
です

7A
セブン 思春期保健の推進

安全な人工妊娠中絶

啓 発 ・ 提 言 活 動
STI及びHIV/エイズの予防

高 齢 化 社 会 対 策
児 童 虐 待 の 防 止

どこでも誰もがサー
ビスを受けられる　
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ＨＰＶワクチン接種対
象者本人と保護者向け
のリーフレット
「小学校６年～高校１
年相当の女の子と保護
者の方へ大切なお知ら
せ（概要版）」

表１　 マルトリ予防ⓇＷＥＢサイト
資料ダウンロード数等集計結果
（2022年3月24日現在）

資材ダウンロード数
映像： マルトリートメント（マルト

リ）が脳に与える影響 684件

冊子： マルトリートメント（マルト
リ）が脳に与える影響 映像テ
キストブック

924件

冊子： 脳科学から考えるマルトリ予
防のすすめ 966件

冊子： 子どもの脳とこころがすくす
く育つマルトリに対応する支
援者のためのガイドブック

1034件

リーフレット：総論① 604件
リーフレット：総論② 564件
リーフレット：妊娠期 450件
リーフレット：乳幼児期前半 496件
リーフレット：乳児期後半 486件
リーフレット：1～2歳 481件
リーフレット：3～4歳 481件
リーフレット：5～6歳 468件
リーフレット：小学校低学年 451件
リーフレット：小学校高学年～中学生 459件
リーフレット：中学校卒業後 419件

資材利用目的(％)
個人的知識習得のため(69％) 910件
研修会で使用(17％) 219件
勉強会(14％) 185件

　
本
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
て
、
マ

ル
ト
リ
予
防
Ⓡ
の
指
導
に
使
え

る
テ
キ
ス
ト
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

な
ど
を
閲
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

スマホからも
ご覧いただけます
コチラから▶ 

マルトリ予防ⓇWEBサイト

「防ごう！まるとり
　マルトリートメント」
　本格稼働から１年

WEBサイト
「 防ごう！まるとり
マルトリートメント」
https://marutori.jp/

宮城　悦子氏

　1988年横浜市立大学医学部を卒業後、同大産
婦人科医員、95年同助手、97～98年に米カリフォ
ルニア大学サンディエゴ校への派遣教員としてス
クリップス研究所に出向。基礎研究に従事した。帰
国後は横浜市立大学産婦人科助手、神奈川県立が
んセンター婦人科医長を経て、2000年同大産婦人
科講師、06年同准教授、14年同大がん総合医科学
教授、17年より産婦人科主任教授に就任している。

受賞者プロフィール

　
２
０
２
２
年
２
月
24
日
、

厚
生
労
働
省
健
康
局
健
康
課

予
防
接
種
室
は
ヒ
ト
パ
ピ
ロ

ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）

感
染
症
の
定
期
接
種
に
関
す

る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
改
訂

し
、
こ
れ
を
自
治
体
、
医
療

機
関
等
に
通
知
し
た
。

　
改
訂
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

は
、
定
期
接
種
対
象
で
あ
る

小
学
６
年
生
〜
高
校
１
年
生

相
当
の
女
子
本
人
と
保
護
者

向
け
（
概
要
版
お
よ
び
詳
細

版
）
、
医
療
従
事
者
向
け
、

接
種
後
の
本
人
・
保
護
者
向

け
、
の
４
種
類
。

　
公
費
に
よ
っ
て
接
種
で
き

る
ワ
ク
チ
ン
の
一
つ
と
し
て

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
が
あ
る
こ

と
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
や
、ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
・

安
全
性
に
関
す
る
情
報
お
よ

び
接
種
の
た
め
に
必
要
な
情

報
を
、
接
種
対
象
者
本
人
や

そ
の
保
護
者
に
届
け
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
今
回

評
価
に
よ
り
「
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
の
積
極
的
勧
奨
を
差
し

控
え
て
い
る
状
態
を
終
了
さ

せ
る
こ
と
が
妥
当
」
と
さ

れ
、
原
則
、
22
年
４
月
か

ら
、
他
の
定
期
接
種
と
同
様

に
、
個
別
の
勧
奨
を
行
う
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、同
省
は
３
月
25
日
、

上
記
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
ほ
か

　
わ
が
国
に
お
け
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
分
野
に
お
い
て
活
躍
し
て

い
る
第
一
人
者
に
対
し
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
て
贈
呈
す
る
「
松
本
賞
」
。
そ
の

第
26
回
選
考
委
員
会
が
３
月
23
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。

　
当
日
は
、
選
考
委
員
な
ら
び
に
過
去
の
受
賞
者
か
ら
推
薦
さ
れ
た
候
補
者
の
功

績
調
書
を
も
と
に
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
横
浜
市
立
大
学
医
学
部
産
婦
人
科
主

任
教
授
・
産
婦
人
科
医
師
の
宮
城
悦
子
氏
（
59
歳
）
の
受
賞
が
決
ま
っ
た
。

の
改
訂
で
は
、
文
章
の
表
現

に
、
行
政
用
語
・
専
門
用
語

を
極
力
使
わ
な
い
な
ど
、
読

み
や
す
さ
、
分
か
り
や
す
さ

を
重
視
し
た
と
い
う
。

に
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
キ

ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
対
象
者

向
け
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
追

加
し
、
公
表
し
た
。
誕
生
日

が
１
９
９
７
年
４
月
２
日
〜

２
０
０
６
年
４
月
１
日
ま
で

の
女
性
の
う
ち
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
を
逃
し
た
人

に
接
種
の
機
会
を
提
供
す
る

た
め
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

　
子
ど
も
へ
の
対
応
の
一
つ

で
あ
る
「
マ
ル
ト
リ
ー
ト
メ

ン
ト
」
（
虐
待
と
は
言
い
切

れ
な
い
、
大
人
か
ら
子
ど
も

に
対
す
る
避
け
た
い
関
わ

り
）
。
こ
の
概
念
の
普
及
と

予
防
の
た
め
に
本
会
が
運
営

し
て
い
る
マ
ル
ト
リ
予
防
Ⓡ

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
「
防
ご
う
！

ま
る
と
り
マ
ル
ト
リ
ー
ト
メ

ン
ト
」
の
本
格
稼
働
か
ら
丸

１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
自
治
体
や
虐
待
予
防
に

努
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
、

多
く
の
施
設
か
ら
資
材
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
の
お
申
し
込
み
が

寄
せ
ら
れ
、
総
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
数
は
約
９
千
件
に
上
り
ま

し
た
（
内
訳
表
１
）。

　
ま
た
、
資
材
利
用
の
目
的

別
の
割
合
は
、
「
個
人
知
識

習
得
の
た
め
」
が
69
％
で
最

も
高
く
、「
研
修
会
で
使
用
」

が
17
％
、
「
勉
強
会
」
が
14

％
で
し
た
。
主
に
指
導
者
が

利
用
す
る
３
種
類
の
冊
子
に

加
え
、
配
布
用
の
資
材
と
し

て
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
妊

娠
時
か
ら
思
春
期
ま
で
、
幅

広
い
世
代
で
注
目
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
マ
ル
ト
リ
予
防
Ⓡ

普
及
の
た
め
に
、
一
層
の
充

実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
専
門
は
産
婦
人
科
腫
瘍
学

で
あ
る
が
、
長
年
に
わ
た
っ

て
子
宮
頸け

い

が
ん
予
防
に
関
す

る
学
術
活
動
と
啓
発
活
動
を

行
っ
て
き
た
。
中
で
も
、
日

本
に
お
け
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
ワ

ク
チ
ン
普
及
活
動
に
２
０
１

０
年
頃
よ
り
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
特
筆
す
べ
き

こ
と
と
し
て
、
13
年
６
月
か

ら
の
厚
生
労
働
省
に
よ
る
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
接

種
勧
奨
の
差
し
控
え
と
同
時

期
に
、
日
本
産
科
婦
人
科
学

会
の
検
診
と
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
に
よ
る
子
宮
頸
が
ん
予
防

　
ま
た
、
05
年
に
大
学
院
博

士
課
程
の
研
究
の
中
で
発
見

し
た
卵
巣
明
細
胞
が
ん
で
の

産
生
が
特
徴
的
な
Ｔ
Ｆ
Ｐ
Ｉ

２
（T

issue F
actor 

Pathway Inhibitor-2

）

は
、
そ
の
後
産
学
連
携
研
究

へ
と
発
展
し
、
臨
床
性
能
試

験
結
果
に
よ
り
21
年
４
月
か

ら
新
し
い
卵
巣
が
ん
腫
瘍
マ

ー
カ
ー
と
し
て
保
険
収
載
に

至
り
、
多
く
の
患
者
が
そ
の

恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
以
上
、
同
氏
の
優
れ
た
研

究
業
績
と
幅
広
い
学
識
、
社

会
貢
献
、
特
に
専
門
分
野
で

あ
る
婦
人
科
腫
瘍
学
の
発
展

と
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
に
費

や
し
た
甚
大
な
努
力
と
そ
の

功
績
は
高
く
評
価
さ
れ
る
。

＊
　
＊
　
＊

　
松
本
賞
は
、
本
会
・
故
松
本
清

一
元
会
長
の
名
を
冠
し
た
顕
彰
制

度
で
、
わ
が
国
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ

ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
分
野
に
お
け
る
第

一
人
者
に
、
そ
の
功
績
を
讃
え
て

本
会
が
贈
呈
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
選
考
委
員
は
、
木
下
勝
之（
日

本
産
婦
人
科
医
会
）、小
西
郁
生

（
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
）、吉
村

泰
典（
日
本
生
殖
医
学
会
）、若
槻

明
彦（
日
本
女
性
医
学
学
会
）、石

井
澄
江（
ジ
ョ
イ
セ
フ
）、北
村
邦

夫（
本
会
）（
敬
称
略
）。

し
て
国
内
外
の
情
報
収
集
や

社
会
医
学
研
究
、
一
般
市
民

向
け
の
啓
発
活
動
に
従
事

し
、
ア
カ
デ
ミ
ア
と
行
政
関

係
者
、
政
治
関
係
者
、
メ
デ

ィ
ア
関
係
者
と
の
良
好
な
関

係
構
築
に
奔
走
し
、
現
在
に

至
る
ま
で
子
宮
頸
が
ん
予
防

活
動
を
継
続
し
て
い
る
。

の
特
任
理
事
に
就
任
し
た
。

そ
の
後
は
、
22
年
４
月
の
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
勧
奨
差

し
控
え
の
中
止
、
25
歳
ま
で

の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
無
料
接

種
決
定
に
至
る
ま
で
、
一
貫

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
は
、
13
年

６
月
か
ら
、
積

極
的
な
勧
奨
を

一
時
的
に
差
し

控
え
て
い
た

が
、
21
年
11
月

に
、
専
門
家
の

第26回
松本賞子

宮
頸
が
ん
の
予
防
に
尽
力

宮
城
悦
子
氏
に
授
与Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
４
月
か
ら
個
別
勧
奨
再
開

厚労省

定
期
接
種
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
改
訂

新
し
い
卵
巣
が
ん
腫
瘍
マ
ー
カ
ー

に
つ
な
が
る
研
究

産
婦
人
科
腫
瘍
学
の
発
展
と
、子
宮
頸
が
ん
予
防
で
多
大
な
功
績
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01

妊
娠
期
か
ら
子
育

て
期
に
わ
た
る
切

れ
目
の
な
い
支
援

に
つ
い
て

⑴
産
後
ケ
ア
事
業
の
全
国
展

開
等
に
つ
い
て

　
産
後
ケ
ア
事
業
は
、
24
年

度
末
ま
で
の
全
国
展
開
を
目

指
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
産
後

ケ
ア
事
業
の
取
組
状
況
に
つ

い
て
、
参
考
と
な
る
事
例
集

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
。

　
21
年
度
補
正
予
算
に
お
い

て
、
産
後
ケ
ア
事
業
の
施
設

整
備
に
係
る
国
庫
補
助
率
を

引
上
げ
る
と
と
も
に
、
22
年

度
予
算
案
に
お
い
て
も
、
非

課
税
世
帯
に
対
す
る
利
用
料

減
免
、
年
中
無
休
の
受
入
体

制
を
整
備
、
補
助
単
価
を
１

自
治
体
当
た
り
か
ら
１
か
所

当
た
り
に
見
直
し
な
ど
を
盛

り
込
ん
で
い
る
。

⑵
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

　
21
年
４
月
１
日
時
点
の
設

置
自
治
体
数
は
、
１
６
０
３

市
町
村（
設
置
率
約
92
％
）。

21
年
度
補
正
予
算
に
お
い

て
、
市
区
町
村
の
「
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

と
「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援

拠
点
」
の
組
織
を
見
直
し
、

相
談
を
行
う
機
能
を
有
す
る

一
体
的
な
機
関
の
整
備
を
推

進
す
る
（
表
１
参
照
）
。

⑶
性
と
健
康
の
相
談

セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て

　
従
来
「
生
涯
を
通
じ
た
女

性
の
健
康
支
援
事
業
」
と
し

て
、
妊
娠
・
出
産
を
と
り
ま

く
様
々
な
悩
み
等
へ
の
サ
ポ

ー
ト
等
を
実
施
し
て
き
た

が
、
22
年
度
予
算
案
で
は
、

「
性
と
健
康
の
相
談
セ
ン
タ

ー
事
業
」
と
し
て
、
プ
レ
コ

ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
を
含

め
、
男
女
問
わ
ず
性
や
生
殖

に
関
す
る
健
康
支
援
を
総
合

的
に
推
進
し
、
ラ
イ
フ
ス
テ

ー
ジ
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な

い
健
康
支
援
を
実
施
す
る
。

そ
の
体
制
整
備
の
手
引
書
を

作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。ま
た
、若
者
向
け
の
性
や

妊
娠
に
係
る
正
し
い
知
識
の

普
及
啓
発
及
び
健
康
支
援
の

た
め
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を

22
年
度
中
に
公
開
予
定
。

⑷
母
子
保
健
対
策
強
化
事
業

等
に
つ
い
て

　
22
年
度
予
算
案
で
は
、
両

親
学
級
の
オ
ン
ラ
イ
ン
実
施

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
相
談
、
母
子
保
健
に

関
す
る
記
録
の
電
子
化
、
各

種
健
診
に
必
要
な
備
品
（
屈

折
検
査
機
器
等
）
の
整
備
な

ど
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

母
子
保
健
対
策
の
強
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
母

子
保
健
対
策
強
化
事
業
」
を

創
設
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

た
め
、
市
区
町
村
に
は
積
極

的
な
活
用
を
お
願
い
す
る
。

⑸
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事

業
に
つ
い
て

　
産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事

業
に
お
い
て
、
多
胎
児
の
育

児
経
験
者
家
族
に
よ
る
ピ
ア

サ
ポ
ー
ト
事
業
や
、
多
胎
家

庭
等
へ
育
児
サ
ポ
ー
タ
ー
を

派
遣
す
る
多
胎
妊
産
婦
サ
ポ

ー
タ
ー
等
事
業
、
父
親
等
に

よ
る
交
流
会
を
実
施
す
る
ピ

ア
サ
ポ
ー
ト
支
援
な
ど
、
多

胎
妊
産
婦
や
父
親
に
対
す
る

支
援
へ
の
補
助
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。

⑹
妊
婦
健
康
診
査
に
つ
い
て

　
妊
婦
健
診
の
受
診
を
勧
奨

す
る
た
め
、
健
診
の
重
要
性

の
理
解
を
促
進
す
る
た
め
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
た
。

⑺
多
胎
妊
娠
の
妊
婦
健
康
診

査
事
業
に
つ
い
て

　
市
区
町
村
は
、
多
胎
児
を

妊
娠
し
た
妊
婦
が
、
追
加
で

受
診
す
る
妊
婦
健
診
に
係
る

費
用
の
補
助
を
積
極
的
に
ご

活
用
い
た
だ
き
た
い
。

⑻
産
婦
健
康
診
査
事
業
に
つ

い
て

　
産
後
２
週
間
、
産
後
１
か

月
な
ど
の
出
産
後
間
も
な
い

時
期
の
産
婦
に
対
す
る
健
診

に
係
る
補
助
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。
産
婦
健
診
事
業
の

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
産
後

う
つ
へ
の
早
期
対
応
を
行
う

た
め
、
産
後
ケ
ア
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
を
要
件
と
し
て

い
る
。

⑼
予
期
せ
ぬ
妊
娠
等
で
悩
む

若
年
妊
婦
等
へ
の
支
援
に

つ
い
て

　
予
期
せ
ぬ
妊
娠
な
ど
に
よ

り
、
身
体
的
、
精
神
的
な
悩

み
や
不
安
を
抱
え
た
若
年
妊

婦
等
が
、
身
近
な
地
域
で
必

要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
よ
る
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
や
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に

よ
る
相
談
支
援
や
、
緊
急
一

時
的
な
居
場
所
の
確
保
な
ど

を
実
施
す
る
た
め
の
費
用
を

引
き
続
き
計
上
し
て
い
る
た

め
、都
道
府
県
等
は
、積
極
的

に
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

⑽
母
子
保
健
施
策
を
通
じ
た

児
童
虐
待
防
止
対
策
の
推

進
に
つ
い
て

　
乳
幼
児
健
康
診
査
未
受
診

者
等
に
対
す
る
取
組
の
事
例

集
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
専

門
委
員
会
に
お
い
て
、
母
子

保
健
と
児
童
福
祉
の
相
談
支

援
等
を
一
体
的
に
行
う
体
制

等
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ

れ
、
22
年
２
月
10
日
に
報
告

書
を
公
表
し
た
。

02

不
妊
症・不
育
症
へ

の
支
援
に
つ
い
て

⑴
不
妊
治
療
の
保
険
適
用
に

つ
い
て

　
人
工
受
精
等
の｢

一
般
不

妊
治
療｣

、
体
外
受
精
・
顕

微
授
精
等
の｢

生
殖
補
助
医

療｣

に
つ
い
て
、
22
年
４
月

か
ら
新
た
に
保
険
適
用
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
今
後
正
式
に
発

出
さ
れ
る
告
示
・
通
知
等
を

確
認
い
た
だ
き
た
い
。

⑵
不
育
症
検
査
費
用
助
成
に

つ
い
て

　
先
進
医
療
と
し
て
実
施
さ

れ
る
不
育
症
検
査
に
要
す
る

費
用
へ
の
助
成
を
行
う
た
め

の
補
助
を
22
年
度
予
算
案
に

お
い
て
も
引
き
続
き
計
上
し

て
い
る
。
な
お
、
助
成
対
象

と
な
る
検
査
は
追
っ
て
連
絡

す
る
。

⑶
不
妊
症
・
不
育
症
へ
の
相

談
支
援
等

　
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

事
業
の
加
算
と
し
て
「
不
妊

症
・
不
育
症
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
業
」
を
創
設
し
、
不

妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、医
療
機
関
・
自
治
体
・

当
事
者
団
体
等
で
構
成
さ
れ

る
協
議
会
の
実
施
、
不
妊

症
・
不
育
症
の
心
理
社
会
的

支
援
に
係
る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
配
置
、
当
事
者
団
体
等
に

よ
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
等

へ
の
支
援
の
実
施
な
ど
を
実

施
す
る
た
め
の
予
算
を
21
年

度
予
算
に
計
上
し
た
。

　
不
妊
や
流
産
や
死
産
、
子

ど
も
を
亡
く
し
た
方
の
心
理

的
な
悩
み
に
対
し
て
は
、
当

事
者
同
士
に
よ
る
ピ
ア
サ
ポ

ー
ト
が
重
要
と
さ
れ
て
お

り
、
当
事
者
団
体
等
に
よ
る

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
等
へ
の

支
援
に
つ
い
て
、
積
極
的
に

ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

　
22
年
度
予
算
案
で
は
、「
女

性
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
」、

「
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
」

な
ど
を
統
合
し
て
、「
性
と
健

康
の
相
談
セ
ン
タ
ー
事
業
」

を
創
設
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。ま
た
、国
は
不
妊
治
療
等

に
関
す
る
広
報
啓
発
、
ピ
ア

サ
ポ
ー
タ
ー
等
の
研
修
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

03

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
対

す
る
妊
産
婦
へ
の

支
援
に
つ
い
て

　
「
妊
婦
へ
の
寄
り
添
い
型

支
援
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
感
染
し
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
妊
産
婦
を

対
象
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

21
年
度
補
正
予
算
分
か
ら

は
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
支
援
を
希
望
す

る
妊
産
婦
を
対
象
と
し
て
い

る
。

04

非
侵
襲
性
出
生
前

遺
伝
学
的
検
査（
Ｎ

Ｉ
Ｐ
Ｔ
）に
つ
い
て

　
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｔ
等
出
生
前
検
査

の
適
切
な
運
用
に
資
す
る
た

め
、
22
年
度
予
算
案
に
お
い

て
、
国
は
妊
婦
等
に
対
す
る

正
し
い
情
報
の
提
供
及
び
相

談
支
援
、
認
証
医
療
機
関
に

お
け
る
受
検
を
促
進
す
る
た

め
の
広
報
啓
発
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

05

成
育
基
本
法
に
つ

い
て

　
成
育
基
本
法（
略
称
）に
お

い
て
、都
道
府
県
が
、医
療
計

画
等
を
作
成
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
同
法
の
趣
旨
や
成
育

医
療
等
基
本
方
針
の
記
載
内

容
を
踏
ま
え
、
記
載
す
る
よ

う
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

06
「
健
や
か
親
子
21

（
第
２
次
）」の

推
進
に
つ
い
て

　
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

表１　児童福祉法等の一部を改正する法律案の概要

児童福祉法等の一部を改正する法律案の概要
改正の趣旨

改正の概要

施行期日

児童虐待の相談対応件数の増加など、子育てに困難を抱える世帯がこれまで以上に顕在化してきている状況等を踏まえ、子育て世帯に対する包括的な支
援のための体制強化等を行う。

１．子育て世帯に対する包括的な支援のための体制強化及び事業の拡充【児童福祉法、母子保健法】
①市区町村は、全ての妊産婦・子育て世帯・子どもの包括的な相談支援等を行うこども家庭センター（※）の設置や、身近な子育て支援の場（保育所等）にお
ける相談機関の整備に努める。こども家庭センターは、支援を要する子どもや妊産婦等への支援計画（サポートプラン）を作成する。

※子ども家庭総合支援拠点と子育て世代包括支援センターを見直し。
②訪問による家事支援、児童の居場所づくりの支援、親子関係の形成の支援等を行う事業をそれぞれ新設する。これらを含む家庭支援の事業について市区町村
が必要に応じ利用勧奨・措置を実施する。

③児童発達支援センターが地域における障害児支援の中核的役割を担うことの明確化や、障害種別にかかわらず障害児を支援できるよう児童発達支援の類型
（福祉型、医療型）の一元化を行う。

２．一時保護所及び児童相談所による児童への処遇や支援、困難を抱える妊産婦等への支援の質の向上【児童福祉法】
①一時保護所の設備・運営基準を策定して一時保護所の環境改善を図る。児童相談所による支援の強化として、民間との協働による親子再統合の事業の実施や、
里親支援センターの児童福祉施設としての位置づけ等を行う。

②困難を抱える妊産婦等に一時的な住居や食事提供、その後の養育等に係る情報提供等を行う事業を創設する。
３．社会的養育経験者・障害児入所施設の入所児童等に対する自立支援の強化【児童福祉法】
①児童自立生活援助の年齢による一律の利用制限を弾力化する。社会的養育経験者等を通所や訪問等により支援する拠点を設置する事業を創設する。
②障害児入所施設の入所児童等が地域生活等へ移行する際の調整の責任主体（都道府県・政令市）を明確化するとともに、 歳までの入所継続を可能とする。

４．児童の意見聴取等の仕組みの整備【児童福祉法】
児童相談所等は入所措置や一時保護等の際に児童の最善の利益を考慮しつつ、児童の意見・意向を勘案して措置を行うため、児童の意見聴取等の措置を講ずることとす

る。都道府県は児童の意見・意向表明や権利擁護に向けた必要な環境整備を行う。
５．一時保護開始時の判断に関する司法審査の導入【児童福祉法】

児童相談所が一時保護を開始する際に､ 親権者等が同意した場合等を除き､ 事前又は保護開始から７日以内に裁判官に一時保護状を請求する等の手続を設ける。
６．子ども家庭福祉の実務者の専門性の向上【児童福祉法】

児童虐待を受けた児童の保護等の専門的な対応を要する事項について十分な知識・技術を有する者を新たに児童福祉司の任用要件に追加する。

７．児童をわいせつ行為から守る環境整備（性犯罪歴等の証明を求める仕組み（日本版 ）の導入に先駆けた取組強化）【児童福祉法】
児童にわいせつ行為を行った保育士の資格管理の厳格化を行うとともに、ベビーシッター等に対する事業停止命令等の情報の公表や共有を可能とするほか、

所要の改正を行う。

令和 年 月 日（ただし、 は公布後 年以内で政令で定める日、７の一部は公布後 月を経過した日、令和５年４月１日又は公布後 年以内で政令で定める日）

※当該規定に基づいて、子ども家庭福祉の実務経験者向けの認定資格を導入する。
※認定資格の取得状況等を勘案するとともに、業務内容や必要な専門知識・技術、教育課程の明確化、養成体制や資格取得者の雇用機会の確保、といった環境を整備しつつ、
その能力を発揮して働くことができる組織及び資格の在り方について、国家資格を含め、施行後２年を目途として検討し、その結果に基づいて必要な措置を講ずる。

厚生労働省

　
２
０
２
２
年
３
月
22
日
、
厚
生
労
働
省
子
ど
も
家

庭
局
は
全
国
児
童
福
祉
主
管
課
長
会
議（
22
年
度
）の

資
料
と
動
画
を
公
開
し
ま
し
た
。
22
年
度
の
母
子
保

健
課
関
係
の
主
な
内
容
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

※
詳
し
い
情
報
は
厚
労
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

（
↖
）

主
な
内
容

全
国
児
童
福
祉

主
管
課
長
会
議



家 　 族 　 と 　 健 　 康（　）3 2022年（令和 4年）4月 1日 （2022年・春号）

ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
行
っ
た
。

　
22
年
度
の
「
健
や
か
親
子

21
全
国
大
会
（
母
子
保
健
計

画
全
国
大
会
）
」
は
、
10
月

27
日
㈭
〜
28
日
㈮
に
島
根
県

で
開
催
予
定
で
あ
る
。

07

新
生
児
聴
覚
検
査

に
つ
い
て

　
各
市
区
町
村
は
、
新
生
児

聴
覚
検
査
の
実
施
、
公
費
に

よ
る
負
担
へ
の
取
組
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
都
道
府

県
等
は
、
関
係
者
か
ら
な
る

協
議
会
を
設
置
す
る
な
ど
新

生
児
聴
覚
検
査
体
制
整
備
事

業
を
活
用
し
、
管
内
市
町
村

に
お
け
る
新
生
児
聴
覚
検
査

の
実
施
体
制
の
整
備
へ
の
支

援
を
お
願
い
し
た
い
。

08

予
防
の
た
め
の
子
ど

も
の
死
亡
検
証

（
Ｃ
Ｄ
Ｒ
）に
つ
い
て

　
Ｃ
Ｄ
Ｒ
に
つ
い
て
、
国
は

22
年
度
予
算
案
に
お
い
て
、

デ
ー
タ
や
提
言
の
集
約
、
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
運
用
及
び

予
防
可
能
な
子
ど
も
の
死
亡

事
故
の
予
防
策
等
に
係
る
普

及
啓
発
等
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

09

乳
幼
児
健
康
診
査

に
つ
い
て

⑴
乳
幼
児
健
康
診
査
の
実
施

に
つ
い
て

　
「
乳
幼
児
健
康
診
査
事
業

実
践
ガ
イ
ド
」
及
び
「
乳
幼

児
健
康
診
査
身
体
診
察
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
を
、
引
き
続
き
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑵
乳
幼
児
健
康
診
査
の
未
受

診
者
の
受
診
勧
奨
に
つ
い

て
　
乳
幼
児
健
診
未
受
診
家
庭

を
把
握
し
た
際
に
は
、
児
童

福
祉
担
当
部
署
等
に
情
報
提

供
を
行
い
、
連
携
し
て
子
ど

も
の
安
全
確
認
を
徹
底
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

母
健
連
絡
カ
ー
ド
様
式
を

変
更

　
妊
娠
中
お
よ
び
出
産
後
１

年
以
内
の
女
性
労
働
者
が
、

医
師
な
ど
か
ら
受
け
た
指
導

事
項
を
適
切
に
事
業
主
に
伝

え
る
た
め
に
利
用
で
き
る
カ

ー
ド
「
母
性
健
康
管
理
指
導

事
項
連
絡
カ
ー
ド
（
母
健
連

絡
カ
ー
ド
）
」
。
21
年
７
月

１
日
の
様
式
改
正
に
合
わ
せ

て
母
子
健
康
手
帳
の
記
載
を

変
更
し
た
。
変
更
の
主
な
ポ

イ
ン
ト
は
以
下
の
３
点
。

① 

症
状
な
ど
に
関
す
る
表
現

を
見
直
し
、
現
在
の
医
学

的
知
見
が
反
映
さ
れ
た
表

現
に
な
っ
た
。

② 

医
師
な
ど
に
よ
る
記
載
事

項
が
表
面
に
集
約
さ
れ
、

「こども家庭庁」は内閣府の外局として2023年４月設置へ

ど
育
休
制
度
の
情
報
を
更

新
。

　
パ
ー
ト
や
派
遣
な
ど
の
有

期
契
約
労
働
者
が
育
児
休

業
、
産
後
パ
パ
育
休
を
取
る

た
め
の
要
件
、
手
続
き
な
ど

制
度
に
つ
い
て
の
詳
し
い
説

明
を
加
え
た
。

不
慮
の
事
故
の
原
因

「
パ
ン
」
を
追
加

　
月
齢
７
か
月
以
降
の
子
ど

も
に
起
こ
り
や
す
い
不
慮
の

事
故
の
主
な
原
因
と
し
て

「
パ
ン
が
の
ど
に
つ
ま
る
」

こ
と
を
追
加
し
た
。

母
親
の
食
事
制
限
と
子
ど
も

の
ア
レ
ル
ギ
ー

　
お
母
さ
ん
の
妊
娠
中
と
産

後
の
食
事
に
つ
い
て
、
妊
娠

中
や
授
乳
中
の
食
事
制
限
は

子
ど
も
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患

の
発
症
を
予
防
す
る
効
果
が

な
い
こ
と
を
明
記
し
た
。

断
乳
に
つ
い
て

　
新
た
に
断
乳
に
関
す
る
記

載
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
子
ど

も
が
乳
汁
を
必
要
と
し
な
く

な
る
時
期
は
個
人
差
が
あ
る

と
し
て
、
子
ど
も
の
状
態
な

ど
に
よ
り
判
断
す
る
と
し
て

い
る
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
離
乳
食

の
開
始
時
期

　
離
乳
食
の
ポ
イ
ン
ト
の
な

か
で
、
子
ど
も
に
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
が
あ
っ
て
も
原
因
食

物
以
外
の
離
乳
食
開
始
の
時

期
を
遅
ら
せ
る
必
要
は
な

く
、
医
師
か
ら
指
示
さ
れ
た

原
因
食
物
を
除
去
し
な
が
ら

通
常
通
り
に
離
乳
食
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
追
記
し
た
。

⑶
乳
幼
児
健
康
診
査
に
お
け

る
発
達
障
害
の
早
期
発
見

及
び
情
報
の
引
継
ぎ
に
つ

い
て

　
乳
幼
児
健
診
に
お
い
て
、

発
達
障
害
の
早
期
発
見
が
効

果
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
市

町
村
の
取
り
組
み
事
例
を
参

考
に
、
積
極
的
な
取
り
組
み

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

発
達
障
害
児
に
対
す
る
一
貫

し
た
、
切
れ
目
の
な
い
支
援

の
た
め
乳
幼
児
健
診
の
結
果

等
の
進
学
先
へ
の
積
極
的
な

引
継
ぎ
に
つ
い
て
検
討
を
お

願
い
す
る
。

10

母
子
保
健
情
報
の

利
活
用
の
推
進
に

つ
い
て

　
厚
労
省
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
改

革
推
進
本
部
は
、
全
国
で
医

療
情
報
を
確
認
で
き
る
仕
組

み
の
拡
大
、
電
子
処
方
箋
の

仕
組
み
の
構
築
、
自
身
の
保

健
医
療
情
報
を
活
用
で
き
る

仕
組
み
の
拡
大
、
を
集
中
的

に
実
行
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

11

母
子
健
康
手
帳
の

交
付
等
に
つ
い
て

　
視
覚
に
障
害
の
あ
る
妊
産

婦
に
は
、
本
人
の
希
望
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
一
般
の
母
子

健
康
手
帳
と
あ
わ
せ
て
、

「
点
字
版
母
子
健
康
手
帳
」

の
配
布
を
お
願
い
し
た
い
。

点
字
版
母
子
健
康
手
帳
の
印

刷
に
か
か
る
経
費
に
つ
い
て

は
、
地
方
交
付
税
措
置
が
講

じ
ら
れ
て
い
る
。

　
他
に
も
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど

で
読
む
・
聞
く
こ
と
が
で
き

る
電
子
図
書
「
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
デ
イ
ジ
ー
版
母
子
健
康

手
帳
（
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
）
」

が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
ご

案
内
を
お
願
い
し
た
い
。

必
要
な
措
置
が
一
目
で
分

か
る
よ
う
に
な
っ
た
。

③ 

症
状
に
応
じ
て
必
要
な
標

準
措
置
を
幅
広
く
選
択
で

き
る
。

不
育
症
と
会
社
措
置

　
女
性
が
医
師
な
ど
か
ら
不

育
症
と
診
断
さ
れ
、
通
常
以

上
の
回
数
の
妊
婦
健
診
や
休

業
な
ど
の
指
導
を
受
け
た
場

合
な
ど
は
、
会
社
に
申
し
出

て
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
も

ら
う
よ
う
促
す
文
言
が
追
加

さ
れ
た
。

育
休
等
新
制
度
に
つ
い
て

説
明

　
22
年
10
月
か
ら
制
度
化
さ

れ
る
産
後
パ
パ
育
休
制
度
な

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
「
家
族
と
健
康
」
２
０
２
２
年
２
月
号

で
既
報
の
通
り
、
厚
生
労
働
省
子
ど
も
家
庭
局
母
子

保
健
課
は
、21
年
12
月
24
日
付
で
、自
治
体
な
ど
に
、

22
年
４
月
１
日
か
ら
新
た
に
交
付
す
る
母
子
健
康
手

帳
の
任
意
記
載
事
項
様
式
の
通
知
を
行
い
ま
し
た
。

　
22
年
度
版
母
子
健
康
手
帳
の
前
年
度
か
ら
の
主
な

変
更
点
は
、
次
の
通
り
で
す
。

12

妊
産
婦
や
乳
幼
児

に
関
す
る
栄
養
・

食
生
活
に
つ
い
て

⑴
妊
娠
前
か
ら
は
じ
め
る
妊

産
婦
の
た
め
の
食
生
活
指

針
に
つ
い
て

　
21
年
３
月
に
「
妊
産
婦
の

た
め
の
食
生
活
指
針
」
を
改

定
し
、
名
称
を
「
妊
娠
前
か

ら
は
じ
め
る
妊
産
婦
の
た
め

の
食
生
活
指
針
」
と
し
た
。

改
定
後
の
指
針
は
、
妊
娠
前

か
ら
の
健
康
づ
く
り
や
妊
産

婦
に
必
要
と
さ
れ
る
食
事
内

容
と
と
も
に
、
妊
産
婦
の
生

活
全
般
、
か
ら
だ
や
心
の
健

康
に
も
配
慮
し
た
10
項
目
か

ら
構
成
す
る
。
ま
た
、
「
妊

娠
中
の
体
重
増
加
指
導
の
目

安
」
を
参
考
と
し
て
提
示
し

て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
保
健

医
療
従
事
者
等
を
対
象
と
し

た
解
説
要
領
を
作
成
し
た
。

⑵
授
乳
・
離
乳
の
支
援
に
つ

い
て

　
授
乳
や
離
乳
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
く
記
載
し
た
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
、
厚
労
省
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
た
。

⑶
災
害
時
の
授
乳
支
援
つ
い

て
　
各
自
治
体
は
、
平
時
か
ら

「
育
児
用
ミ
ル
ク
」
及
び

「
使
い
捨
て
哺
乳
瓶
」
を
は

じ
め
と
し
た
授
乳
用
品
な
ど

の
母
子
に
必
要
と
な
る
物
資

の
備
蓄
を
お
願
い
す
る
。

13

旧
優
生
保
護
法
に

つ
い
て

　
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
の

支
給
対
象
者
が
確
実
に
請
求

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
厚
労
省
は
複
数
の
メ
デ

ィ
ア
を
通
じ
て
周
知
広
報
を

実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
厚
労
省
及
び
都
道
府
県
へ

の
一
時
金
の
請
求
件
数
は
１

１
３
８
件
、
支
給
認
定
件
数

は
９
６
６
件
（
と
も
に
22
年

１
月
末
時
点
）
で
あ
っ
た
。

こども（心身の発達の過程にある者をいう。以下同じ。）が自立した個人としてひとしく健やかに成長することのできる社会の実現に向け、子育てにおける家庭の役割の
重要性を踏まえつつ、こどもの年齢及び発達の程度に応じ、その意見を尊重し、その最善の利益を優先して考慮することを基本とし、こども及びこどものある家庭の福祉の
増進及び保健の向上その他のこどもの健やかな成長及びこどものある家庭における子育てに対する支援並びにこどもの権利利益の擁護に関する事務を行うとともに、当該
任務に関連する特定の内閣の重要政策に関する内閣の事務を助けることを任務とするこども家庭庁を、内閣府の外局として設置することとし、その所掌事務及び組織に
関する事項を定める。

こども家庭庁設置法案の概要

１．内閣府の外局として、こども家庭庁を設置
２．こども家庭庁の長は、こども家庭庁長官とする
３．こども家庭庁の所掌事務
⑴ 分担管理事務（自ら実施する事務）
・小学校就学前のこどもの健やかな成長のための環境の確保及び小学校就学前のこどものある家庭における子育て支援に関する基本的な政策の企画及び立
案並びに推進
・子ども・子育て支援給付その他の子ども及び子どもを養育している者に必要な支援
・こどもの保育及び養護
・こどものある家庭における子育ての支援体制の整備
・地域におけるこどもの適切な遊び及び生活の場の確保
・こども、こどものある家庭及び妊産婦その他母性の福祉の増進
・こどもの安全で安心な生活環境の整備に関する基本的な政策の企画及び立案並びに推進
・こどもの保健の向上
・こどもの虐待の防止
・いじめの防止等に関する相談の体制など地域における体制の整備
・こどもの権利利益の擁護（他省の所掌に属するものを除く） 等
⑵ 内閣補助事務（内閣の重要政策に関する事務）
・こどもが自立した個人としてひとしく健やかに成長することのできる社会の実現のための基本的な政策に関する事項等の企画及び立案並びに総合調整
・結婚、出産又は育児に希望を持つことができる社会環境の整備等少子化の克服に向けた基本的な政策に関する事項の企画及び立案並びに総合調整
・子ども・若者育成支援に関する事項の企画及び立案並びに総合調整

４．資料の提出要求等
・こども家庭庁長官は、こども家庭庁の所掌事務を遂行するため必要があると認めるときは、関係行政機関の長に対し、資料の提出、説明その他の必要な協力
を求めることができることとする

５．審議会等及び特別の機関
・こども家庭庁に、こども政策に関する重要事項等を審議する審議会等を設置することにより、内閣府及び厚生労働省から関係審議会等やその機能を移管

６．施行期日等
・令和５年４月１日
・政府は、この法律の施行後５年を目途として、小学校就学前のこどもに対する質の高い教育及び保育の提供その他のこどもの健やかな成長及びこどものある家
庭における子育てに対する支援に関する施策の実施の状況を勘案し、これらの施策を総合的かつ効果的に実施するための組織及び体制の在り方について検討
を加え、必要があると認めるときは、その結果に基づいて所要の措置を講ずるものとする

趣旨

概要

写真　点字版母子健康手帳(左)
　　　 マルチメディアデイジー

版母子健康手帳（右）

お問い合わせは本会まで。
＊電話03(3269)4727

（
↙
）

2022年
度版

母
子
健
康
手
帳
主
な
変
更
点
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2014年5月作成
TSY20-14E-01-CO1

　
１
９
７
２
年
（
昭
和
47

年
）
２
月
、
日
本
家
族
計
画

協
会
（
本
会
）
内
に
松
本
清

一
本
会
会
長
（
当
時
）
を
委

員
長
と
す
る
10
名
か
ら
な
る

医
学
委
員
会
が
構
成
さ
れ
、

性
交
痛
を
防
ぐ
た
め
の
潤
滑

ゼ
リ
ー
の
開
発
の
必
要
性
が

議
論
さ
れ
た
。
当
時
欧
米
で

は
性
交
痛
を
防
ぐ
目
的
を
持

っ
た
ゼ
リ
ー
が
薬
局
や
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
も

売
ら
れ
て
い
た
が
、
日
本
に

は
リ
ュ
ー
ブ
ゼ
リ
ー
Ⓡ
の
よ

う
な
潤
滑
ゼ
リ
ー
が
市
場
に

な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
欧
米
諸
国
と
違
い
、
日
本

で
は
潤
滑
ゼ
リ
ー
の
よ
う
な

性
に
関
す
る
商
品
は
タ
ブ
ー

視
さ
れ
て
い
た
た
め
、
な
か

な
か
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
商
品

開
発
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
と

い
う
見
方
が
強
い
。
本
会
は

ジ
ェ
ク
ス
株
式
会
社
（
大
阪

市
）
に
共
同
開
発
と
製
造
を

依
頼
し
、
欧
米
で
使
用
さ
れ

て
い
た
代
表
的
な
ゼ
リ
ー
や

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ゼ
リ
ー
を

入
手
・
分
析
し
て
、
独
自
の

製
品
を
発
表
し
た
。

　
ジ
ェ
ク
ス
社
は
創
業
時
か

ら
、
水
溶
性
の
潤
滑
剤
を
あ

ら
か
じ
め
塗
布
し
た
コ
ン
ド

ー
ム
を
製
造
・
販
売
し
て
お

り
、
そ
の
関
係
で
ゼ
リ
ー
の

開
発
を
依
頼
し
た
経
緯
が
あ

る
。
開
発
は
容
易
で
は
な

く
、
安
全
性
は
も
と
よ
り
さ

ま
ざ
ま
な
検
証
を
行
っ
た
。

製
品
化
の
た
め
の
モ
ニ
タ
ー

調
査
で
は
、
社
員
と
そ
の
家

族
に
よ
る
多
大
な
貢
献
が
あ

っ
た
と
い
う
。

　
そ
う
し
て
出
来
た
リ
ュ
ー

ブ
ゼ
リ
ー
Ⓡ
は
、
無
色
無
臭

で
さ
ら
っ
と
し
た
も
の
で
、

女
性
か
ら
分
泌
さ
れ
る
液
の

成
分
に
近
く
、
ベ
タ
つ
か

ず
、
汚
れ
も
残
ら
な
い
の

で
、
水
や
ぬ
る
ま
湯
で
さ
っ

と
落
と
せ
ば
、
す
ぐ
に
き
れ

い
に
な
る
―
と
い
う
特
性
を

　
２
０
２
１
年
６
月
、
「
女
性
活
躍
・
男
女
共
同
参
画
の
重
点
方
針
２
０
２

１
」
（
政
府
決
定
）
の
な
か
で
、
女
性
が
尊
厳
と
誇
り
を
持
っ
て
生
き
ら
れ

る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
女
性
の
生
理
と
妊
娠
等
に
関
す
る
健
康
に
関
連

し
て
「
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
※
の
推
進
」
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
会
で
は
性
交
時
の
腟ち

つ

の
痛
み
（
性
交
痛
）
を
防
ぐ
た
め
の
潤
滑
ゼ
リ
ー

「
リ
ュ
ー
ブ
ゼ
リ
ー
Ⓡ
」
を
１
９
８
３
年
か
ら
発
売
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

も
広
義
の
意
味
で
の
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
製
品
と
い
え
ま
す
。
リ
ュ
ー
ブ
ゼ
リ
ー

Ⓡ
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
40
年
間
、
女
性
の
健
康
の
向
上
に
寄
り
添
っ
て
き

た
本
会
の
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
製
品
の
軌
跡
を
振
り
返
り
ま
す
。

※ フェムテックとはFemale（女性）と
Technology（技術）からなる造語
で、月経や妊娠、産後ケア、更年期、
婦人科疾患などの女性が抱える健康上
の課題をテクノロジーで解決できる製
品やサービスを指します。広義には、
テクノロジーにとらわれず、女性の健
康の向上を目指す製品・サービス・業
界カテゴリーを示す場合もあります。

リューブゼリーⓇ

(55g)現行品

持
っ
た
商
品
と
な
っ
た
。

　
リ
ュ
ー
ブ
ゼ
リ
ー
Ⓡ

は

「
医
薬
品
医
療
機
器
等
法

（
薬
機
法
）
」
に
基
づ
き
製

造
し
て
い
る
が
、
こ
の
法
令

に
は
「
潤
滑
剤
」
の
項
目
が

な
い
た
め
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
と

し
て
は
「
医
薬
品
」
で
は
な

い
が
、
医
薬
品
に
使
用
さ
れ

る
レ
ベ
ル
の
原
料
や
製
造
管

理
に
な
っ
て
い
る
。

　
衛
生
安
全
面
で
は
、
殺
菌

処
理
、
皮
膚
ア
レ
ル
ギ
ー
や

腟
粘
膜
へ
の
影
響
な
ど
の
検

査
を
定
期
的
に
行
っ
て
い

る
。

　
本
紙
に
「
リ
ュ
ー
ブ
ゼ
リ

ー
Ⓡ
」
が
初
め
て
登
場
し
た

の
は
83
年（
昭
和
58
年
）４
月

で
、
中
高
年
の
性
を
め
ぐ
る

座
談
会
の
記
事
「
ど
う
ふ
れ

あ
う
〝
人
生
の
長
い
午
後
〞

〜
無
視
で
き
な
く
な
っ
た

中
・
高
年
夫
婦
の
性
問
題
〜
」

の
中
で
、
本
紙
編
集
部
が
、

「
閉
経
期
を
過
ぎ
た
女
性
に

と
っ
て
セ
ッ
ク
ス
は
、
腟
の

萎
縮
や
分
泌
物
の
減
少
に
よ

っ
て
痛
み
を
伴
う
場
合
が
多

い
が
、
こ
う
し
た
社
会
的
な

ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
て
本
会
が

初
め
て
開
発
し
た
」
と
記
し

て
い
る
。

　
発
売
当
初
は
中
高
年
、
特

に
閉
経
後
の
女
性
問
題
の
解

決
の
た
め
に
ゼ
リ
ー
を
使
用

し
て
も
ら
う
こ
と
を
想
定
し

て
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
、

「
男
女
の
生
活
と
意
識
に
関

す
る
調
査
」（
本
会
、２
０
０

２
年
〜
）
や
、「
ジ
ャ
パ
ン
・

セ
ッ
ク
ス
・
サ
ー
ベ
イ
」

（
ジ
ェ
ク
ス
社
、
12
年
〜
）

な
ど
の
調
査
結
果
か
ら
、
性

交
痛
は
中
高
年
女
性
だ
け
の

問
題
で
は
な
く
、
若
い
人
た

　
本
会
の
２
０
２
１
年
度
第

２
回
定
例
理
事
会
が
３
月
23

日
に
開
催
さ
れ
、
22
年
度
の

本
会
事
業
計
画
な
ら
び
に
収

支
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
事
業
計
画
の
主
な
内
容

は
、「
家
族
と
健
康
」Ｗ
Ｅ
Ｂ

版
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

（w
w
w
.jfpa.or.jp/

kazokutokenko/

）

　
82
年（
昭
和
57
年
）10
月
、

日
本
初
の
水
溶
性
潤
滑
ゼ
リ

ー
と
し
て
発
売
さ
れ
た
「
リ

ュ
ー
ブ
ゼ
リ
ー
Ⓡ
」
。
商
品

名
の
由
来
は
、Lubricant

（
潤
滑
）
の
Ｌ
Ｕ
とLove

の
Ｖ
Ｅ
で
「Luve Jelly

」。

朝
日
、
毎
日
、
産
経
、
東
京

新
聞
を
は
じ
め
、
全
国
各
地

の
地
方
紙
で
も
一
斉
に
取
り

上
げ
ら
れ
た
。
性
に
関
す
る

も
の
は
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い

た
当
時
、
こ
う
し
た
商
品
を

世
に
出
し
た
と
い
う
の
は
か

な
り
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
だ

っ
た
と
い
え
る
。
初
回
に
製

造
し
た
も
の
は
す
ぐ
に
売
り

切
れ
、
全
国
の
薬
局
か
ら

「
早
く
商
品
を
送
っ
て
く

れ
」
と
い
う
声
が
殺
到
し
、

そ
の
需
要
は
予
想
外
に
大
き

い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
リ
ュ
ー
ブ
ゼ
リ
ー
Ⓡ
は
、

発
売
後
わ
ず
か
半
年
間
で
約

３
万
本
も
の
売
上
を
記
録
し

た
。

経
験
不
足
、
妊
娠
・
性
感
染

症
へ
の
不
安
な
ど
が
考
え
ら

れ
、
そ
の
結
果
を
反
映
し
て

か
、
性
交
痛
を
緩
和
さ
せ
る

た
め
に
潤
滑
ゼ
リ
ー
を
使
う

割
合
は
、
今
や
20
代
が
最
も

高
く
な
っ
て
い
る
。

 

（
次
号
へ
続
く
）

ス
・
サ
ー
ベ
イ
２
０
２
０
」

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
）

に
よ
れ
ば
、
セ
ッ
ク
ス
の
と

き
に
痛
み
を
感
じ
て
い
る
女

性
は
62
・
44
％
。
20
代
が
最

多
で
74
・
１
％
、
次
い
で
40

代
63
・
９
％
、
30
代
63
・
５

％
、
50
代
59
・
２
％
、
60
代

56
・
８
％
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
性
交
痛
が
あ
る
た
め
に

セ
ッ
ク
ス
に
「
満
足
し
て
い

な
い
」
と
の
回
答
は
42
・
２

％
で
、
特
に
50
代
な
ど
は

56
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
20
代
で
の
性
交
痛
の
理
由

は
、
潤
い
が
起
こ
る
よ
り
も

前
に
、
挿
入
を
求
め
る
男
性

が
い
る
こ
と
、
セ
ッ
ク
ス
の

ち
も
悩
ん
で

い
る
と
い
う

こ
と
が
分
か

っ
た
。

　
最
近
の
調

査
「
ジ
ャ
パ

ン
・
セ
ッ
ク

〝
性
の
悩
み
解
決

 

痛
み
消
す
ゼ
リ
ー

　
社
団
法
人
・
日
本
家
族
計

画
協
会
が
、
中
高
年
女
性
の

セ
ッ
ク
ス
時
の
痛
み
を
消
す

た
め
の
潤
滑
ゼ
リ
ー
を
開

発
、
こ
の
十
五
日
に
発
売
す

る
。

　
個
人
差
が
大
き
い
が
、
年

を
と
る
と
性
ホ
ル
モ
ン
が
減

少
し
、
膣
（
ち
つ
）
の
委
縮

分
泌
液
の
減
量
を
ま
ね
く
た

め
、
性
交
時
や
そ
の
あ
と
に

痛
み
な
ど
の
障
害
を
お
こ
す

女
性
が
少
な
く
な
い
。
日
本

で
は
こ
の
潤
滑
剤
が
な
い
う

え
、
同
協
会
の
働
き
か
け
に

各
メ
ー
カ
ー
と
も
反
応
が
な

か
っ
た
の
で
、
同
協
会
医
学

委
員
会
（
松
本
清
一
委
員
長

＝
自
治
医
大
病
院
長
）
が
開

発
し
た
と
い
う
。

　
無
色
透
明
の
軟
こ
う
状
で

五
十
㌘
千
円
、
送
料
二
百
四

十
円
。一
回
０
・
５
㌘
使
用
。〞

第815号（2022年2月1日発行）
・ ピル承認秘話～わが国のピル承認がこれほど遅れた本当の理由（わけ）～
〈第47話〉菅厚相「来年にもピル解禁」（毎日新聞）
・ 市谷クリニックへようこそ！
（思春期・FP相談LINE／EC・OCヘルプデスク相談員　圡屋啓子）
・ OC／LEPが私の医師人生をどう変えたか〈21〉OC／LEPは現代に生きる女性の
伴走者（ココカラウィメンズクリニック　伊藤加奈子）

・【海外情報クリップ】パンデミック下のリプロダクティブ・ヘルス―アイルランド
・緊急避妊薬の添付文書を改訂 投与前「内診」求めず（厚労省）
・厚労大臣に「緊急避妊薬の早期OTC化」を求める要望書を提出―市民団体
・2020年度の人工妊娠中絶届出件数 前年度比1割減
・2022年度版母子健康手帳―主な変更点
・2021年の児童虐待通告、過去最多10.8万人、摘発２千件（暫定値）―警察庁
・心身の健康と睡眠をテーマにした特設WEBコンテンツを公開―厚労省　ほか

第816号（2022年3月1日発行）
・ ピル承認秘話～わが国のピル承認がこれほど遅れた本当の理由（わけ）～
〈第48話〉拝啓　厚生大臣　小泉純一郎殿
・市谷クリニックへようこそ！（東京都不妊・不育ホットライン相談員　横尾澄香）
・【海外情報クリップ】インドネシアの家族計画
・2021年の出生数84万人（速報値）6年連続最少―厚労省
・ 2021年の児童虐待最多 通告10.8万人、加害者の半数が「実父」
子どものSNS被害Twitterが37％―警察庁

・2021年度の自殺者数（確定値）2万1,007人―厚労省
・入眠時間が遅い子にADHDと似た症状―名古屋大・浜松医大
・筋トレで死亡・疾病リスクが減少 週30～60分を目安に―東北大など　ほか

第817号（2022年4月1日発行）
・ ピル承認秘話～わが国のピル承認がこれほど遅れた本当の理由（わけ）～
〈第49話〉低用量ピル年内にも認可（日本経済新聞）
・市谷クリニックへようこそ！（家族計画研究センターセンター長　杉村由香理）
・ OC／LEPが私の医師人生をどう変えたか〈22〉OC／LEPの広がりは女性アスリ
ートにも（独立行政法人国立病院機構高知病院　滝川稚也）

・ 職域保健の現場から〈50〉あらゆる場面を活用した産業保健活動～人と組織があ
れば、どこでも現場となる～
（海辺の杜ホスピタル管理部健康推進室シニア産業カウンセラー　槇本宏子）
・【海外情報クリップ】緊急避妊薬の使用―米国　ほか

※敬称略

機関紙「家族と健康」WEB版 第815号～817号（2022年２月号～４月号）

掲載記事一覧

本
会
の
主
な
事
業
計
画

２
０
２
２
年
度

ス
マ
ホ
か
ら
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

 

コ
チ
ラ
か
ら
▼

性
交
痛
を
防
ぐ
潤
滑
ゼ
リ
ー
の

 

必
要
性
を
議
論
し
開
発

82
年
日
本
初
の
潤
滑
ゼ
リ
ー
発
売

 

反
響
大
き
く
各
紙
に
も
掲
載

中
高
年
女
性
だ
け
の

 

問
題
で
は
な
か
っ
た
性
交
痛

〜
本
会
の
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
の
軌
跡
〜

40
年
前
か
ら
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
１

当
時
の
新
聞
で
紹
介
さ
れ
た

「
リ
ュ
ー
ブ
ゼ
リ
ー
Ⓡ
」の
記
事

引
用
元
：
朝
日
新
聞
日
曜
版

（
１
９
８
２
年
10
月
10
日
付
）「
か
ぷ
せ
る
」

 

（
以
下
、
原
文
マ
マ
）


